
　

油
屋
熊
八
は
、
別
府
で
有
名

な
人
で
、
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
の
正
面

に
温
泉
マ
ー
ク
入
り
の
マ
ン
ト

を
つ
け
て
両
手
を
あ
げ
、
空
か

ら
舞
い
降
り
て
来
た
よ
う
な
姿

の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

熊
八
は
、
明
治
44
年
に
亀
の

井
旅
館
を
別
府
で
開
業
し
、
ア

イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
別
府
温
泉

の
礎
を
築
き
、
宣
伝
に
尽
力
し

た
。

　

ま
た
、
別
府
観
光
の
み
で
な

く
、
大
分
県
観
光
、
そ
し
て
、

さ
ら
に
別
府
、
く
じ
ゅ
う
、
阿

蘇
、
雲
仙
、
長
崎
を
結
ぶ
九
州

横
断
観
光
道
路
を
昭
和
３
年
か

ら
提
唱
し
た
。

　

一
方
、
工
藤
元
平
は
長
年
、

久
住
町
の
郵
便
局
に
、
そ
し

て
、
の
ち
に
久
住
町
長
を
務
め

た
。
山
を
愛
し
、久
住
を
愛
し
、

久
住
発
展
の
た
め
に
尽
く
し

た
。

　

熊
八
や
元
平
ら
は
、
国
立
公

園
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、
く
じ
ゅ
う
観
光
宣
伝
に
も

大
い
に
貢
献
し
た
。

　

俳
人
の
荻お

ぎ
わ
ら
せ
ん
せ
ん
す
い

原
井
泉
水
の
ほ

か
、
小
説
家
の
田
山
花
袋
、
歌

人
の
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
、

詩
人
の
北
原
白
秋
な
ど
、
有
名

な
文
人
た
ち
が
久
住
、
竹
田
を

訪
ね
て
い
る
が
、
熊
八
、
元
平

ら
が
同
行
、
観
光
地
を
案
内
し

て
い
る
。

　

工
藤
元
平
、
油
屋
熊
八
ら

は
、
と
も
に
、
別
府
〜
熊
本
〜

長
崎
を
結
ぶ
「
九
州
横
断
道

路
」（
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
エ

イ
）
の
建
設
を
昭
和
３
年
か
ら

提
唱
し
て
き
た
。

　

熊
八
没
後
、
昭
和
39
年
（
１

９
６
４
年
）
に
実
現
。
有
料
道

路
と
し
て
開
通
し
た
。
別
府
と

阿
蘇
、
く
じ
ゅ
う
な
ど
、
九
州

観
光
の
主
要
な
観
光
地
を
結
ぶ

道
路
と
な
る
。
平
成
６
年
に
無

料
区
間
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　

１
８
８
９
年
生
ま
れ
。
久
住

郵
便
局
長
と
し
て
32
年
間
郵
便

事
業
に
貢
献
、
昭
和
27
年
久
住

町
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
経
歴

の
ほ
か
に
、
町
・
県
な
ど
に
関

わ
る
十
指
に
余
る
各
種
の
委

員
、
役
員
な
ど
、
幅
広
く
多
岐

に
わ
た
っ
て
活
躍
。

　

元
平
は
山
を
愛
し
、
そ
し
て

山
に
登
っ
た
。
登
山
歴
は
１
０

０
０
回
を
超
え
た
。
そ
の
間
、

黒
岳
の
踏
査
登
頂
に
成
功
（
大

正
４
年
）、
牧
野
富
太
郎
博
士

を
迎
え
て
の
久
住
山
植
物
採
集

（
大
正
11
年
）、
久
住
山
の
冬

山
登
山
に
成
功
（
大
正
15
年
）、

久
住
山
原
生
林
帯
を
踏
破
し
て

新
登
山
道
開
拓
（
昭
和
２
年
）、

久
住
山
志
植
物
編
の
編
纂
な
ど

の
数
々
の
業
績
を
残
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
40
年
頃
か
ら
新

聞
記
事
切
り
抜
き
の
ほ
か
、
絵

は
が
き
、
手
紙
、
当
時
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
、
約
２
０
０

０
冊
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
残
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の

様
子
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る
。

　

工
藤
元
平
、
油
屋
熊
八
ら

は
、
大
分
県
、
別
府
、
く
じ
ゅ

う
を
全
国
に
宣
伝
す
る
た
め
の

手
段
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の

文
人
、
画
家
な
ど
を
招
待
し
案

内
し
た
。

　

よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
行
え

た
の
は
、
道
づ
く
り
を
望
む

こ
と
に
加
え
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
よ
く
す
る
と
い
う
郷

土
愛
に
満
ち
た
方
々
が
い
た

か
ら
で
す
。

　

今
回
、
中
九
州
横
断
道
路

が
竹
田
市
へ
延
び
、
開
通
す

る
こ
と
で
、
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
企
画
展
を
通
じ
て
先
人

た
ち
が
、
〝
み
ち
〞
を
通
じ

て
〝
ま
ち
〞
の
未
来
に
つ
な

げ
よ
う
と
し
た
足
跡
を
振
り

返
り
、
そ
の
感
動
を
皆
さ
ま

と
共
有
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

米相場で大儲けしたり無一文になっ
たりした末に、米国へ。洗礼を受けて
帰国後「旅人をねんごろにせよ」との
聖句実現を志し、明治44年に亀の井旅
館を別府で開業。
　大正14年には富士山に「山は富士、
海は瀬戸内、湯は別府」との標柱を仲
間と建てた。
　その後、温泉地獄めぐりに国内初の
女性バスガイドによる解説付きの遊覧
バスを走らせるなど、アイデアを駆使
して別府温泉の礎を築き、宣伝に尽力
した。

開
催
に
あ
た
っ
て

現　在 過　去

竹田市長

首藤 勝次

山
を
愛
し
た
久
住
の
父

昭
和
三
年
に
、

九
州
横
断
道
路
建
設
を
提
唱

文
豪
ら
を
観
光
案
内

油
あ ぶ ら や

屋 熊
く ま は ち

八 愛媛県南部、現在の宇和島市の出身。

工
く ど う

藤 元
も と へ い

平

戦前の久住高原

道がつなぐ歴史と風景 「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
企
画
展
」

　

竹
田
市
の
久
住
高
原
美
術
館
（
市
久
住
支
所
３
階
）
で
、
２
０
１
９
年
１
月
21
日
〜
２
月
22
日
ま
で
、
竹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

開
通
記
念
企
画
「
九
州
横
断
の
道
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
展
」
が
あ
っ
た
。

　

展
示
に
は
、
久
住
出
身
で
地
元
に
貢
献
し
た
工
藤
元
平
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
建
設
以
前
か
ら
開
通
当
時
頃
ま

で
の
新
聞
記
事
や
、
工
藤
と
親
交
が
あ
っ
た
別
府
の
亀
の
井
旅
館
創
業
者
、
油
屋
熊
八
に
関
す
る
資
料
を
公
開
。

　

ま
た
、
国
道
４
４
２
号
線
沿
線
に
あ
る
歌
碑
の
紹
介
や
、
昭
和
初
期
に
久
住
を
訪
れ
た
北
原
白
秋
や
与
謝
野
寛
・
晶
子
夫
妻
、
徳
富
蘇
峰
、

野
口
雨
情
な
ど
歌
を
詠
ん
だ
直
筆
の
資
料
、
久
住
高
原
の
観
光
に
訪
れ
た
当
時
の
写
真
な
ど
を
含
む
約
70
点
を
展
示
し
た
。

　

展
示
は
、
１
月
19
日
に
竹
田
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
合
わ
せ
て
、
市
久
住
支
所
が
保
管
す
る
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
40
年
代
の
旧
久
住
町
を
中

心
に
保
存
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
も
と
に
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
有
料
道
路
と
し
て
開
通
し
た
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
九
州
横
断
道

路
由
布
市
水
分
峠
〜
阿
蘇
一
の
宮
間
）
や
、
国
道
４
４
２
号
線
沿
線
に
お
い
て
「
道
路
と
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
よ
う
」
と
企
画
し
た
。

　

こ
こ
に
展
示
資
料
の
一
部
を
、
市
の
協
力
を
得
て
紹
介
す
る
。

　

尚
、
「
油
屋
熊
八
と
工
藤
元
平
資
料
展
〜
別
府
温
泉
と
久
住
高
原
を
全
国
に
宣
伝
し
た
二
人
〜
」（
主
催
・
別
府
温
泉
宣
伝
協
会　

平
野
芳

弘
代
表
）
が
、
別
府
市
ま
ち
な
か
交
流
館
（
別
府
市
元
町
５
―
18　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
７
７
〈
76
〉
５
９
９
１
）
で
、
５
月
18
日
ま
で
開
か
れ

て
い
る
。

久住本町・下町通り（昭和３～10年頃）写真奥が久住山

久住本町交差点付近（昭和32年12月）県道30号庄内久住線（終点）

久住本町・下町通り（大正15年）現久住支所入口から南へ

（
開
催
に
あ
た
っ
て
一
部
抜
粋
）

久住での野口雨情（右）
（昭和９年）

久住沢水での徳富夫妻
（昭和９年）

与謝野夫妻、油屋熊八が写った久住での写真
（昭和７年当時の県種畜場）

徳富蘇峰夫妻（中央）・工藤元平（右）
（昭和４～９年頃）

後藤是山（左）・与謝野夫妻（中央）・工藤元平（右）
（昭和６年）

与謝野夫妻と久住の人びと
（昭和６年）

昭和２年、25人乗りバス４台を購入。日本で初めて定期乗り合い
遊覧バス事業を始めた。

写真右から、工藤元平、油屋熊八、荻原井泉水、宇都宮喜六
（昭和８年10月　久住郵便局前、現久住支所入口）

竹田IC開通記念 久住高原美術館

（昭和６０年１０月１日第三種郵便物認可） （２）（３） 日 刊 大 分 建 設 新 聞 ２０１９年（令和元年）５月１１日（土曜日）




